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結核菌の潜伏期関連タンパク質をコードする遺伝子は結核菌または BCG のゲノム DNA
を鋳型として PCRで調製した。TubercuListの情報に基づきプライマーを設計した。得られ






Helios gene gun systemを用い、抗原遺伝子を含む pCIベクターで、BALB/cおよび C57BL/6
マウスを 2週間の間隔で 3回 DNAワクチンを施行した。 
最終免疫から 2 週間後に脾細胞と血清を採取した。脾細胞は対応する抗原タンパク質存




解析を行った 32種類の候補抗原のうち、BALB/cでは 12種類、C57BL/6では 9種類の抗
原で T細胞応答が誘導された。そのうち Rv1998c、Rv2031c、Rv2032、Rv2623、Rv3132cに
関しては、両系統で T細胞応答が誘導された。 
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